
2 Da-9 風の影響を考慮した布の動的変形予測法

奈良女大家政　○佐岡華恵　今岡春樹

目的）布は変形可能な柔らかい物体である。この柔らかい動きを予測できれば，布が静止

した状態での形状予測と同様に，衣服設計にとって重要な情報となる。前回の研究では，

衣服の動きを予測する手法を，開発するための基礎として，2次元のカンチレバーを例と

し，布が重力などの外力，連結などの拘束力からの影響を受けた状態で，布の動的形状変

化を予測する手法の開発を行った。今回゛は，さらに，風のような粘性流体などの周囲の環

境からの影響を受けた状態を考慮に入れて，布の動きを予測することを目的とする。

方法）静的形状予測は，基本的に布の静的な釣り合い方程式を有限要素法によって解くこ

とに基づく。カンチレバーのような２次元の例では，自重を外力とし，伸張と曲げの弾性

力との釣り合いを考えた。そして，動的な変形においては，慣性力，粘性流体に対する相

対速度による空気抵抗力を考慮する。引張りにおける粘性係数については，衣服の変形形

状に与える影響がほとんどないことが，前回の実験で既にわかっているため，考慮しなか

った。静的解析の場合と同様に，布を有限の要素に分割した離散近似をする。この結果，

布は，各要素の節点の集まりとその連結状態によって記述できる。動的解析は，この接点

の運動方程式から導かれる連立常微分方程式の初期値問題を解くことに帰着できる。解法

は，常微分方程式の数値解法の一つであるNewmark法に従った。離散化された各時刻の形

状は，非線形連立方程式を解くことに帰着でき，Newton-Raphson法を用いた。最期に，計

算により求めた形状変化と実際に布を使った実験結果とを比較する。

結果）計測した布の物性値は，自重，引っ張り剛さ，曲げ剛性の３種であり，空気抵抗の

値は，実験結果に合うように人為的に調整したが，ほぼ良い一致を示した。

2 Da-10 外衣用厚手ニットの構造，力学特性と風合いとの関係

　　　共立女短大　○綾田雅子　三木幹子　　奈良女大家政　丹羽雅子

＜目的＞　外衣用ニット地衣服の設計において、糸の選択や編み目密度の設定はそのシル

エットや風合いに影響を及ぼし、最終製品としての品質をも支配する大きな要因になると

考えられる。本報では外衣用ニット地の中の厚手（主にセーター、カーディガン用）ニッ

ト衣服のデザインのための基礎的資料を得ることを目的とし。基本組織である平編布を編

成してその力学特性および風合い値と主観評価との関係を検討した。

＜方法＞　市販されているニット用の糸の中からできるだけ一般的で同種で太さの異なる

ものがある羊毛糸２種と木綿糸２種、各々116tex～494texの太さの異なる計8種の糸を選

択し、家庭用編み機シルバーara･araSK581型を用いて編目密度を４段階に変化させ計29種の

20cfflX20ciiiの正方形に編製した。KES-FB計測システムのニット条件に従い、引っ張り、曲

げ。せん断、圧縮、表面特性。および単位面積当たりの重量を測定し。風合い変換式KN-4

02-KTいを用いて算出した基本風合い値HVと編布構造すなわち編目密度およびループ長、

糸の力学的性質との関係を検討した。さらに同試料を用いて一般消費者を対象に官能検査

を行い、セーター類として総合的に良いと判断される物性および風合いについて考察した。

＜結果＞編目密度が小さく。また細い糸ほど伸びやすく。せん断しやすく、曲げ軟らかく。

ヒステリシス喘は小さくなることが傾向的に捉えられた。羊毛のセーター用ニット地は、

一般外衣用ニット地に比べFUKURAMI、NUHERIが大きくKOSHIが小さい。また羊毛、木綿共に

セーター用として適切な力学特性ならびに編み布構造の範囲のあることが明らかとなった。
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